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(54)【発明の名称】 超音波診断装置

(57)【要約】
【課題】超音波プローブを着脱する際の超音波プロー
ブ、装置本体の破損を防止するとともに、プローブ交換
時の検査の中断時間を短縮する。
【解決手段】超音波を送受信する超音波プローブ３と、
コネクタ部８を介して前記超音波プローブ３と接続され
超音波断層像を構築する超音波信号処理装置とからなる
超音波診断装置において、前記超音波プローブ３側に、
前記コネクタ部８からの供給電源をＯＮ／ＯＦＦする供
給電源ＯＮ／ＯＦＦスイッチ９を備えたことを特徴とす
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  超音波を送受信するプローブと、コネク
タを介して前記プローブと接続され超音波断層像を構築
する超音波信号処理装置とからなる超音波診断装置にお
いて、
前記プローブ側に、前記コネクタからの供給電源をＯＮ
／ＯＦＦするスイッチを備えたことを特徴とする超音波
診断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は超音波診断装置、更
に詳しくは超音波プローブヘの電力供給の制御部分に特
徴のある超音波診断装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、装置の小型化、低コスト化、機能
追加の容易化等のために、従来の専用の座標変換回路、
補間回路、コントローラ等の機能をコンピュータボード
で行わせる、いわゆるＰＣべ一ス（パーソナルコンピュ
ータ・べ一ス）の超音波診断装置が開発されている。
【０００３】一方、従来より診断装置への超音波スコー
プや超音波プローブの着脱を行うときには、コネクタの
端子に発生する火花によるスコープやプローブ、診断装
置の回路の破損を防止するために、装置の電源をＯＦＦ
にして超音波スコープや超音波プローブの着脱を行なう
ように注意を喚起していた。
【０００４】しかしながら、一般にＰＣべ一スの超音波
診断装置は装置の電源をＯＮにしてから検査が開始でき
る状態に装置が立ち上がるまでに時間がかかり、検査中
にスコープ、プローブを交換するときに装置の電源をＯ
ＦＦにすると検査が中断してしまうという不具合があっ
た。
【０００５】そこで、前述のような問題を解決するため
に、特願平１１－３０７３４６号では、超音波信号処理
装置に、超音波スコープを着脱自在に接続するコネクタ
部と、このコネクタ部への電源供給のみＯＮ／ＯＦＦす
るスイッチとを備え、超音波プローブを着脱する際の超
音波スコープ、装置本体の破損を防止すると共に、スコ
ープ交換時の検査の中断時間を短縮することのできる超
音波診断装置が出願されている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、スコー
プやプローブに対して超音波信号処理装置の方が耐用年
数が長く、高価でもあり、頻繁に買い換えるものではな
い。にも拘わらず、特願平１１－３０７３４６号に示す
ように、超音波信号処理装置に電源供給をＯＮ／ＯＦＦ
するスイッチを設ける方法では、従来の超音波信号処理
装置を使用しているユーザーにとってはメリットが無
い。
【０００７】本発明は、前記事情に着目してなされたも
ので、その目的とするところは、従来の超音波信号処理
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装置を使用しても、プローブを交換することにより、プ
ローブを着脱する際のプローブ及び装置本体の破損を防
止すると共に、プローブ交換時のメイン電源のＯＮ／Ｏ
ＦＦによる立ち上げ時間待ちを回避することができる超
音波診断装置を提供することにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】本発明は前記目的を達成
するために、超音波を送受信するプローブと、コネクタ
を介して前記プローブと接続され超音波断層像を構築す
る超音波信号処理装置とからなる超音波診断装置におい
て、前記プローブ側に、前記コネクタからの供給電源を
ＯＮ／ＯＦＦするスイッチを備えたことを特徴とする。
【０００９】前記構成によれば、プローブ側に設けられ
たスイッチによってコネクタからの供給電源をＯＮ／Ｏ
ＦＦすることができる。
【００１０】
【発明の実施の形態】以下、本発明の各実施の形態を図
面に基づいて説明する。
【００１１】図１及び図２は第１の実施形態に係わり、
図１はＰＣベース超音波診断装置の構成を示すブロック
図、図２は超音波プローブの側面図である。
【００１２】図１に示すように、本実施の形態のＰＣベ
ース超音波診断装置１は、超音波信号処理装置本体２と
この装置本体２に着脱自在に接続される超音波プローブ
３とから構成され、装置本体２は、各部に電力を供給す
る電源部４と、超音波プローブ３の振動子への送信パル
スの送信と振動子からの反射信号の受信を行なう送受信
部５と、送受信部５で受信した反射信号からモニタ上に
超音波断層像を構築するための処理や装置全体の制御を
行なうＰＣユニット６とから構成される。
【００１３】また、装置本体２には装置全体の電源をＯ
Ｎ／ＯＦＦする電源スイッチ７と、超音波プローブ３の
プローブ側コネクタ３ａ（図２参照）が接続されるコネ
クタ部８とが設けられている。
【００１４】装置本体２において、電源部４とコネクタ
部８とは、電源部４からの電源を供給する電源ライン１
１（実線）で結ばれている。また、コネクタ部８と送受
信部５は、超音波プローブ３の振動子への送信パルスと
振動子からの反射信号の送受信のための信号ライン１２
（破線）で結ばれている。
【００１５】前記超音波プローブ３にはコネクタ部８に
対して着脱可能なプローブ側コネクタ３ａが設けられ、
このプローブ側コネクタ３ａは供給電源ＯＮ／ＯＦＦス
イッチ（以下、単にスイッチ９という）を介して信号増
幅回路１３に接続されている。この信号増幅回路１３は
振動子１４に接続されている。
【００１６】超音波プローブ３は、図２に示すように、
プローブ側コネクタ３ａと、このプローブ側コネクタ３
ａに一端が接続されたケーブル１５と、このケーブル１
５の他端に接続された把持部となる振動子ユニット１６
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とから構成されている。この振動子ユニット１６には前
記振動子１４が内蔵されている。また、振動子ユニット
１６の外壁には操作者が手指で操作可能な前記スイッチ
９が設けられている。
【００１７】次に、本実施形態の作用について説明す
る。
【００１８】ＰＣべ一ス超音波診断装置１で超音波診断
を行なう場合、まず電源スイッチ７をＯＮにして装置本
体２を立ち上げ、超音波プローブ３のプローブ側コネク
タ３ａを装置本体２のコネクタ部８に装着する。この時
点でコネクタ部８の端子がプローブ側コネクタ３ａの端
子と接触して、超音波プローブ３は装置本体２に電気的
に接続される。
【００１９】その後、振動子ユニット１６に設けられた
スイッチ９を押してコネクタ部８への電源部４からの電
源供給をＯＮにする。すなわち、超音波プローブ３への
電源供給は、電源ライン１１を介して電源部４からコネ
クタ部８へ行なわれ、超音波プローブ３が使用できる状
態になる。
【００２０】そして、送受信部５からの送信パルスは信
号ライン１２を通りコネクタ部８から超音波プローブ３
の振動子１４へ送られ、振動子１４からの反射信号はコ
ネクタ部８から信号ライン１２を通り、さらにＰＣユニ
ット６へ送られ、ＰＣユニット６で信号処理することに
よりモニタ（図示せず）上に超音波画像が構築される。
【００２１】検査中に、例えば周波数の違うプローブを
使用したい場合など、診断の途中で超音波プローブ３を
交換する時は、まずスイッチ９を押しコネクタ部８への
電源の供給をＯＦＦにし、超音波プローブ３をコネクタ
部８から取り外す。このときにコネクタ部８の端子とプ
ローブ側コネクタ３ａの端子とが離れ、超音波プローブ
３は装置本体２から電気的に切り離される。このとき、
コネクタ部８への電源供給はＯＦＦになるが、装置本体
２の他の部分へは電源が供給されている。この状態で別
のプローブを装置のコネクタ部８に接続し、スイッチ９
を押してコネクタ部８への電源供給をＯＮにする。
【００２２】本実施形態によれば、プローブ交換時には
コネクタ部８への電源供給をＯＦＦにすることで、プロ
ーブ着脱による超音波プローブ３、装置本体２の破損を
防止できる。また、コネクタ部８以外の電源はＯＮのま
まプローブ交換可能なのでプローブ交換時の検査の中断
時間を最小限にできる。
【００２３】図３は第２の実施形態を示し、第１の実施
形態と同一構成部分は同一番号を付して説明を省略す
る。
【００２４】本実施形態は、スイッチ９を超音波プロー
ブ３のプローブ側コネクタ３ａの外壁に設けたものであ
り、作用及び効果は第１の実施形態と同様である。
【００２５】図４は第３の実施形態を示し、超音波内視
鏡装置の構成図であり、第１の実施形態と同一構成部分

4
は同一番号を付して説明を省略する。
【００２６】超音波内視鏡１７は、把持部１８と、この
把持部１８に接続された挿入部１９と、この挿入部１９
の先端部２０に内蔵された振動子２１とから構成されて
いる。把持部１８にはユニバーサルコード２２が接続さ
れ、このユニバーサルコード２２は分岐部２３から第１
のコード２４と第２のコード２５とに分岐されている。
【００２７】第１のコード２４の先端部には光源コネク
タ２６が設けられ、光源装置２７のコネクタ部２８に着
脱可能に接続される。第２のコード２５の先端部には超
音波コネクタ２９が設けられ、ＰＣベース超音波診断装
置１の装置本体２の設けられたコネクタ部８に着脱可能
に接続される。
【００２８】さらに、前記超音波内視鏡１７の把持部１
８には供給電源ＯＮ／ＯＦＦスイッチ（以下、単にスイ
ッチ９という）が設けられ、このスイッチ９によって装
置本体２内の電源部４からコネクタ部８への供給電源を
ＯＮ／０ＦＦできるようになっている。
【００２９】次に、本実施形態の作用について説明す
る。
【００３０】超音波内視鏡１７を用いて診断を行なう場
合、まず光源コネクタ２６を光源装置２７のコネクタ２
８に接続するとともに、電源スイッチ７をＯＮにして装
置本体２を立ち上げる。また、超音波内視鏡１７の超音
波コネクタ２９を装置本体２のコネクタ部８に装着す
る。この時点でコネクタ部８の端子が超音波コネクタ２
９の端子と接触して、超音波内視鏡１７は装置本体２に
電気的に接続される。
【００３１】その後、超音波内視鏡１７の把持部１８に
設けられたスイッチ９を押してコネクタ部８への電源部
４からの電源供給をＯＮにする。すなわち、超音波内視
鏡１７への電源供給は、電源ライン１１を介して電源部
４からコネクタ部８へ行なわれ、超音波内視鏡１７が使
用できる状態になる。
【００３２】そして、送受信部５からの送信パルスは信
号ライン１２を通りコネクタ部８から超音波内視鏡１７
の振動子２１へ送られ、振動子２１からの反射信号はコ
ネクタ部８から信号ライン１２を通り、さらにＰＣユニ
ット６へ送られ、ＰＣユニット６で信号処理することに
よりモニタ（図示せず）上に超音波画像が構築される。
【００３３】検査中に、例えば周波数の違う超音波内視
鏡を使用したい場合など、診断の途中で超音波内視鏡１
７を交換する時は、まずスイッチ９を押しコネクタ部８
への電源の供給をＯＦＦにし、超音波内視鏡１７の超音
波コネクタ２９をコネクタ部８から取り外す。このとき
にコネクタ部８の端子と超音波コネクタ２９の端子とが
離れ、超音波内視鏡１７は装置本体２から電気的に切り
離される。このとき、コネクタ部８への電源供給はＯＦ
Ｆになるが、装置本体２の他の部分へは電源が供給され
ている。この状態で別の超音波内視鏡をコネクタ部８に
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接続し、スイッチ９を押してコネクタ部８への電源供給
をＯＮにする。
【００３４】本実施形態によれば、超音波内視鏡の交換
時にはコネクタ部８への電源供給をＯＦＦにすること
で、超音波内視鏡の着脱による超音波内視鏡１７、装置
本体２の破損を防止できる。また、コネクタ部８以外の
電源はＯＮのまま超音波内視鏡の交換可能なので超音波
内視鏡の交換時の検査の中断時間を最小限にできる。
【００３５】図５は第４の実施形態を示し、第３の実施
形態と同一構成部分は同一番号を付して説明を省略す
る。
【００３６】本実施形態は、スイッチ９を超音波内視鏡
１７の超音波コネクタ２９の外壁に設けたものであり、
作用及び効果は第３の実施形態と同様である。
【００３７】図６は第５の実施形態を示し、超音波プロ
ーブと内視鏡とを組合わせた内視鏡診断装置の構成図で
あり、第１の実施形態と同一構成部分は同一番号を付し
て説明を省略する。
【００３８】内視鏡３０は、把持部３１と、この把持部
３１に接続された挿入部３２と、この挿入部３２の先端
部に設けられた先端構成部３３とから構成されている。
把持部３１にはユニバーサルコード３４が接続されてい
るとともに、鉗子チャンネル（図示しない）と連通する
鉗子口３５が設けられている。
【００３９】鉗子チャンネルには鉗子口３５から細径プ
ローブからなる超音波プローブ３６が挿通されており、
先端部の振動子ユニット３７は内視鏡３０の先端構成部
３３から突出している。
【００４０】超音波プローブ３６の基端部は鉗子口３５
から導出している部分において駆動ユニット３８のプロ
ーブ接続部３９と接続されている。駆動ユニット３８に
はケーブル４０が接続され、このケーブル４０には超音
波コネクタ４１が設けられている。この超音波コネクタ
４１はＰＣベース超音波診断装置１の装置本体２に設け
られたコネクタ部８に着脱可能に接続されている。
【００４１】さらに、超音波プローブ３６の駆動ユニッ
ト３８には供給電源ＯＮ／ＯＦＦスイッチ（以下、単に
スイッチ９という）９が設けられ、このスイッチ９によ
って装置本体２内の電源部４からコネクタ部８への供給
電源をＯＮ／０ＦＦできるようになっている。
【００４２】次に、本実施形態の作用について説明す
る。
【００４３】内視鏡３０と超音波プローブ３６を用いて
診断を行なう場合、まず内視鏡３０をユニバーサルコー
ド３４を介して光源装置（図示しない）に接続するとと
もに、電源スイッチ７をＯＮにして装置本体２を立ち上
げる。また、鉗子チャンネルに挿通した超音波プローブ
３６を駆動ユニット３８に接続するとともに、駆動ユニ
ット３８に接続された超音波コネクタ４１を装置本体２
のコネクタ部８に装着する。この時点でコネクタ部８の
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端子が超音波コネクタ４１の端子と接触して、超音波プ
ローブ３６の駆動ユニット３８は装置本体２に電気的に
接続される。
【００４４】その後、駆動ユニット３８に設けられたス
イッチ９を押してコネクタ部８への電源部４からの電源
供給をＯＮにする。すなわち、駆動ユニット３８への電
源供給は、電源ライン１１を介して電源部４からコネク
タ部８へ行なわれ、超音波プローブ３６が使用できる状
態になる。
【００４５】そして、送受信部５からの送信パルスは信
号ライン１２を通りコネクタ部８から超音波プローブ３
６の振動子ユニット３７へ送られ、振動子ユニット３７
からの反射信号はコネクタ部８から信号ライン１２を通
り、さらにＰＣユニット６へ送られ、ＰＣユニット６で
信号処理することによりモニタ（図示せず）上に超音波
画像が構築される。
【００４６】検査中に、例えば周波数の違う超音波プロ
ーブを使用したい場合など、診断の途中で超音波プロー
ブ３６を交換する時は、まずスイッチ９を押しコネクタ
部８への電源の供給をＯＦＦにし、超音波プローブ３６
の超音波コネクタ４１をコネクタ部８から取り外す。こ
のときにコネクタ部８の端子と超音波コネクタ４１の端
子とが離れ、超音波プローブ３６は装置本体２から電気
的に切り離される。このとき、コネクタ部８への電源供
給はＯＦＦになるが、装置本体２の他の部分へは電源が
供給されている。この状態で別の超音波プローブ３６を
コネクタ部８に接続し、スイッチ９を押してコネクタ部
８への電源供給をＯＮにする。
【００４７】本実施形態によれば、超音波プローブの交
換時にはコネクタ部８への電源供給をＯＦＦにすること
で、超音波プローブの着脱による超音波プローブ３６、
装置本体２の破損を防止できる。また、コネクタ部８以
外の電源はＯＮのまま超音波プローブの交換可能なので
超音波プローブの交換時の検査の中断時間を最小限にで
きる。
【００４８】図７は第６の実施形態を示し、第５の実施
形態と同一構成部分は同一番号を付して説明を省略す
る。
【００４９】本実施形態は、スイッチ９を超音波プロー
ブ３６の超音波コネクタ４１の外壁に設けたものであ
り、作用及び効果は第５の実施形態と同様である。
【００５０】図８及び図９は第７の実施形態を示し、超
音波プローブのプローブ側コネクタと超音波診断装置の
コネクタ部との着脱構造を示し、第１の実施形態と同一
構成部分は同一番号を付して説明を省略する。
【００５１】図８に示すように、装置本体２のコネクタ
部８は円筒状に形成され、その外周壁の一部には係止ピ
ン４２が突設されている。超音波プローブ３のプローブ
側コネクタ４３にはコネクタ部８の内周部に嵌合する円
筒状のカバー４４が設けられている。
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【００５２】カバー４４の外周部にはカムリング４５が
嵌合され、このカムリング４５の外周部には操作リング
４６が嵌着されて３重構造になっている。カムリング４
５の後端部には係止ピン４２が進入する進入部を有する
係止溝４７が周方向に沿って設けられ、操作リング４６
を把持して図８（ａ）の矢印方向に回すことにより、係
止ピン４２が係止溝４７に係止してコネクタ部８に対し
てプローブ側コネクタ４３が抜け止めされるようになっ
ている。
【００５３】さらに、図９に示すように、カバー４４の
内部には端子マウント４８が設けられ、この端子マウン
ト４８には複数本の端子４９が設けられている。端子マ
ウント４８の外周部には１個の着脱ロックボタン５０が
設けられている。
【００５４】着脱ロックボタン５０について説明する
と、ボタン本体５１は下端部の太径部５１ａと上端部の
細径部５１ｂとからなり、太径部５１ａは中空で、内部
には押しボタン式のスイッチ９が設けられている。さら
に、太径部５１ａの外側には付勢ばね５２が設けられ、
ボタン本体５１を上方へ突出する方向へ付勢している。
【００５５】ボタン本体５１の細径部５１ｂはカバー４
４の周壁に設けられた長孔からなる係合孔５３を貫通
し、さらにカムリング４５及び操作リング４６の貫通孔
４５ａ，４６ａを貫通して操作リング４６の外壁から突
出している。カバー４４に設けられた係合孔５３はボタ
ン本体５１の細径部５１ｂのみが通過可能な狭幅部５３
ｂと細径部５１ｂを含む太径部５１ａが通過可能な広幅
部５３ａとからなり、カムリング４５及び操作リング４
６を回して着脱ロックボタン５０が係合孔５３の広幅部
５３ａに対向する位置になると、付勢ばね５２の付勢力
によってボタン本体５１の太径部５１ａが広幅部５３ａ
を通過して外方に突出し、カムリング４５及び操作リン
グ４６がカバー４４に対して回転不能となり、プローブ
側コネクタ４３がコネクタ部８に対してロックされるよ
うになっている。
【００５６】次に、本実施形態の作用について説明す
る。
【００５７】ＰＣべ一ス超音波診断装置１で超音波診断
を行なう場合、まず電源スイッチ７をＯＮにして装置本
体２を立ち上げ、超音波プローブ３のプローブ側コネク
タ４３を装置本体２のコネクタ部８に装着する。この時
点でコネクタ部８の端子がプローブ側コネクタ４３の端
子４９と接触して、超音波プローブ３は装置本体２に電
気的に接続される。
【００５８】この状態で、カムリング４５及び操作リン
グ４６を図８（ａ）の矢印方向に回すと、係止ピン４２
が係止溝４７に係止してコネクタ部８に対してプローブ
側コネクタ４３が抜け止めされる。
【００５９】カムリング４５及び操作リング４６を前述
のように回すと、着脱ロックボタン５０が係合孔５３に

8
沿って移動し、ボタン本体５１の太径部５１ａが係合孔
５３の広幅部５３ａに対向すると、付勢ばね５２の付勢
力によってボタン本体５１の太径部５１ａが広幅部５３
ａを通過して外方に突出し、カムリング４５及び操作リ
ング４６がカバー４４に対して回転不能となり、プロー
ブ側コネクタ４３がコネクタ部８に対してロックされ
る。
【００６０】ボタン本体５１が外方へ突出したことによ
り、スイッチ９は押されていない状態となり、コネクタ
部８への電源部４からの電源供給がＯＮとなる。すなわ
ち、超音波プローブ３への電源供給は、電源ライン１１
を介して電源部４からコネクタ部８へ行なわれ、超音波
プローブ３が使用できる状態になる。
【００６１】そして、送受信部５からの送信パルスは信
号ライン１２を通りコネクタ部８から超音波プローブ３
の振動子１４へ送られ、振動子１４からの反射信号はコ
ネクタ部８から信号ライン１２を通り、さらにＰＣユニ
ット６へ送られ、ＰＣユニット６で信号処理することに
よりモニタ（図示せず）上に超音波画像が構築される。
【００６２】検査中に、例えば周波数の違うプローブを
使用したい場合など、診断の途中で超音波プローブ３を
交換する時は、着脱ロックボタン５０を押し、カムリン
グ４５及び操作リング４６を図８（ａ）の矢印とは反対
方向へ回し、超音波プローブ３をコネクタ部８から取り
外す。この過程で、着脱ロックボタン５０を押すとスイ
ッチ９が押され、プローブ取り外しを検知し、コネクタ
部８への電源供給がＯＦＦとなる。コネクタ部８の端子
とプローブ側コネクタ４３の端子４９とが離れ、超音波
プローブ３は装置本体２から電気的に切り離される。こ
のとき、コネクタ部８への電源供給はＯＦＦになるが、
装置本体２の他の部分へは電源が供給されている。この
状態で別のプローブを装置のコネクタ部８に接続すれ
ば、同様にコネクタ部８への電源供給は自動的にＯＮと
なる。
【００６３】本実施形態によれば、プローブ交換時には
コネクタ部８への電源供給をＯＦＦにすることで、プロ
ーブ着脱による超音波プローブ３、装置本体２の破損を
防止できる。また、コネクタ部８以外の電源はＯＮのま
まプローブ交換可能なのでプローブ交換時の検査の中断
時間を最小限にできる。
【００６４】図１０及び図１１は第８の実施形態を示
し、超音波プローブ３のＺＩＦ型プローブ側コネクタと
超音波診断装置のコネクタ部との着脱構造を示し、第１
の実施形態と同一構成部分は同一番号を付して説明を省
略する。
【００６５】図１０及び図１１に示すように、装置本体
２のコネクタ部５５は角型に形成され、その内部には複
数本の端子５６が設けられている。超音波プローブ３の
プローブ側コネクタ５７の角型ケース５８にはコネクタ
部５５の外周部に嵌合する角型の端子台５９が設けられ
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ている。端子台５９には超音波プローブ３のケーブル３
ｂが接続されているとともに、コネクタ部５５の端子５
６の配列に対応して可動端子６０が設けられている。
【００６６】端子台５９には角型ケース５８の背面を貫
通して後方に突出する回転自在なパイプ６１が設けら
れ、このパイプ６１の後端部にはレバー６２が固定され
ている。このレバー６２を矢印ａ方向に略９０°回す
と、端子台５９の可動端子６０がその軸線と直角方向に
移動してコネクタ部５５の端子５６と接触するようにな
っている。
【００６７】パイプ６１の内部には軸方向に移動自在な
シャフトからなる着脱ロックボタン６３が内挿されてい
る。この着脱ロックボタン６３はパイプ６１の内部に設
けられた付勢ばね６４によって後方、つまりパイプ６１
の後端部から突出する方向に付勢されている。
【００６８】着脱ロックボタン６３の先端部近傍には外
方へ突出する係合ピン６５が設けられ、この係合ピン６
５はパイプ６１の側壁に設けられた係合溝６６に係合し
ている。係合溝６６はパイプ６１の軸方向に沿った縦溝
６６ａとこれと直角の横溝６６ｂとによってＬ字状に形
成され、係合ピン６５が縦溝６６ａに係合しているとき
にはパイプ６１は回転不能にロックされ、係合ピン６５
が横溝６６ｂに臨んでいるときには、回転が許容される
ようになっている。
【００６９】さらに、係合溝６６の角部に対向する位置
にはスイッチ取付け板６７に固定されたマイクロスイッ
チからなる供給電源ＯＮ／ＯＦＦスイッチ（以下、単に
スイッチ９という）９が設けられている。このスイッチ
９は傾倒可能な接触ピン９ａを有し、係合ピン６５の移
動によって接触ピン９ａが傾倒してＯＮ／ＯＦＦするよ
うになっている。
【００７０】次に、本実施形態の作用について説明す
る。
【００７１】ＰＣべ一ス超音波診断装置１で超音波診断
を行なう場合、まず電源スイッチ７をＯＮにして装置本
体２を立ち上げる。このとき、プローブ側コネクタ５７
は、図１０で示すように、着脱ロックボタン６３が押し
込まれ、係合ピン６５が係合溝６６の横溝６６ｂに係合
している状態にあり、この状態で、超音波プローブ３の
プローブ側コネクタ５７を装置本体２のコネクタ部５５
に装着する。
【００７２】次に、レバー６２を矢印ａ方向に回すと、
パイプ６１が回転し、端子台５９の可動端子６０が軸線
と直角方向に移動してコネクタ部５５の端子５６と接触
する。同時に、係合ピン６５が係合溝６６の横溝６６ｂ
から縦溝６６ａに臨む位置に到達すると、付勢ばね６４
によって係合ピン６５が縦溝６６ａを移動し、着脱ロッ
クピン６３が後退するため、係合ピン６５によってスイ
ッチ９がＯＮする。従って、超音波プローブ３は装置本
体２に電気的に接続される。
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【００７３】この状態においては、係合ピン６５が係合
溝６６の縦溝６６ａに係合しているため、レバー６２は
回動不能にロックされ、プローブ側コネクタ５７がコネ
クタ部５５に対してロックされる。また、超音波プロー
ブ３への電源供給は、電源ライン１１を介して電源部４
からコネクタ部５５へ行なわれ、超音波プローブ３が使
用できる状態になる。
【００７４】そして、第１の実施形態と同様に送受信部
５からの送信パルスは信号ライン１２を通りコネクタ部
５５から超音波プローブ３の振動子１４へ送られ、振動
子１４からの反射信号はコネクタ部８から信号ライン１
２を通り、さらにＰＣユニット６へ送られ、ＰＣユニッ
ト６で信号処理することによりモニタ（図示せず）上に
超音波画像が構築される。
【００７５】検査中に、例えば周波数の違うプローブを
使用したい場合など、診断の途中で超音波プローブ３を
交換する時は、まず着脱ロックボタン６３を押し込む
と、係合ピン６５がスイッチ９を押しコネクタ部５５へ
の電源の供給がＯＦＦとなる。そして、レバー６２を矢
印ｂ方向に回すと、パイプ６１が回転し、端子台５９の
可動端子６０が軸線と直角方向に前述と逆方向に移動し
てコネクタ部５５の端子５６と離間し、超音波プローブ
３は装置本体２から電気的に切り離される。同時に、係
合ピン６５が係合溝６６の縦溝６６ａから横溝６６ｂに
係合し、超音波プローブ３をコネクタ部５５から取り外
す。このとき、コネクタ部５５への電源供給はＯＦＦに
なるが、装置本体２の他の部分へは電源が供給されてい
る。
【００７６】本実施形態によれば、プローブ交換時には
コネクタ部５５への電源供給をＯＦＦにすることで、プ
ローブ着脱による超音波プローブ３、装置本体２の破損
を防止できる。また、コネクタ部５５以外の電源はＯＮ
のままプローブ交換可能なのでプローブ交換時の検査の
中断時間を最小限にできる。
【００７７】図１２は第９の実施形態を示し、装置本体
２の丸型のコネクタ部８の外周壁の一部には係止ピン７
０が突設されている。超音波プローブ３のプローブ側コ
ネクタ７１にはカムリング７２が回転自在に嵌合されて
いる。カムリング７２にはその端部に係止ピン７０の進
入部を有する係止溝７３が設けられ、係止溝７３の終端
部にはマイクロスイッチからなるスイッチ９が設けられ
ている。
【００７８】従って、コネクタ部８にプローブ側コネク
タ７１を装着した後、カムリング７２を矢印方向に回し
て係止ピン７０を係止溝７３に係合すると、コネクタ部
８に対してプローブ側コネクタ７１が抜け止めされる。
同時に、係止ピン７０がスイッチ９をＯＮするため、超
音波プローブ３は装置本体２に電気的に接続状態とな
る。
【００７９】また、プローブ交換時にはカムリング７２
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11
を矢印と反対側に回すことにより、スイッチ９がＯＦＦ
となり、コネクタ部８への電源供給をＯＦＦにすること
で、プローブ着脱による超音波プローブ３、装置本体２
の破損を防止できる。また、コネクタ部８以外の電源は
ＯＮのままプローブ交換可能なのでプローブ交換時の検
査の中断時間を最小限にできる。
【００８０】図１３は第１０の実施形態を示し、装置本
体２のＺＩＦ型のコネクタ部（図示しない）に装着され
る超音波プローブ３のプローブ側コネクタ７４の角型ケ
ース７５にはマイクロスイッチからなるスイッチ９が設
けられている。また、角型ケース７５に設けられたレバ
ー付きシャフト７６にはピン７７が突設されていて、ピ
ン７７によってスイッチ９をＯＮ／ＯＦＦできるように
なっている。
【００８１】従って、コネクタ部にプローブ側コネクタ
７４を装着した後、レバー付きシャフト７６を矢印ａ方
向に回してプローブ側コネクタ７４とコネクタ部との端
子相互を接触させると、ピン７７がスイッチ９をＯＮす
るため、超音波プローブ３は装置本体２に電気的に接続
状態となる。
【００８２】また、プローブ交換時にはレバー付きシャ
フト７６を矢印ｂ方向に回すことにより、ピン７７によ
ってスイッチ９がＯＦＦとなり、コネクタ部への電源供
給をＯＦＦにすることで、プローブ着脱による超音波プ
ローブ３、装置本体２の破損を防止できる。また、コネ
クタ部以外の電源はＯＮのままプローブ交換可能なので
プローブ交換時の検査の中断時間を最小限にできる。
【００８３】図１４は第１１の実施形態を示し、装置本
体２のＺＩＦ型のコネクタ部（図示しない）に装着され
る超音波プローブ３のプローブ側コネクタ７４の角型ケ
ース７５の側壁には供給電源ＯＮ／ＯＦＦスイッチとし
てのタッチセンサ７８が設けられている。
【００８４】従って、コネクタ部にプローブ側コネクタ
７４を装着した後、レバー付きシャフト７６を矢印ａ方
向に回してプローブ側コネクタ７４とコネクタ部との端
子相互を接触した後、タッチセンサ７８から手指７９を
離すと、ＯＮとなり、超音波プローブ３は装置本体２に
電気的に接続状態となる。
【００８５】また、プローブ交換時にはタッチセンサ７
８に再び手指７９を触れると、タッチセンサ７８がＯＦ
Ｆとなり、コネクタ部への電源供給をＯＦＦにすること
で、プローブ着脱による超音波プローブ３、装置本体２
の破損を防止できる。また、コネクタ部以外の電源はＯ
Ｎのままプローブ交換可能なのでプローブ交換時の検査
の中断時間を最小限にできる。
【００８６】図１５は第１２の実施形態を示し、装置本
体２のＺＩＦ型のコネクタ部（図示しない）に装着され
る超音波プローブ３のプローブ側コネクタ７４の角型ケ
ース７５に設けられたレバー付きシャフト７６には供給
電源ＯＮ／ＯＦＦスイッチとしての歪みセンサ８０が設
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けられている。
【００８７】従って、コネクタ部にプローブ側コネクタ
７４を装着した後、レバー付きシャフト７６を矢印ａ方
向に回してプローブ側コネクタ７４とコネクタ部との端
子相互を接触させると、レバー付きシャフト７６に歪み
が発生し、その歪みを歪みセンサ８０が感知してスイッ
チ（図示しない）がＯＮとなり、超音波プローブ３は装
置本体２に電気的に接続状態となる。
【００８８】また、プローブ交換時にはレバー付きシャ
フト７６を矢印ｂ方向に回すと、歪みセンサ８０が感知
してスイッチがＯＦＦとなり、コネクタ部への電源供給
をＯＦＦにすることで、プローブ着脱による超音波プロ
ーブ３、装置本体２の破損を防止できる。また、コネク
タ部以外の電源はＯＮのままプローブ交換可能なのでプ
ローブ交換時の検査の中断時間を最小限にできる。
【００８９】図１６は第１３の実施形態を示し、装置本
体２のＺＩＦ型のコネクタ部（図示しない）に装着され
る超音波プローブ３のプローブ側コネクタ７４の角型ケ
ース７５に設けられたレバー付きシャフト７６には供給
電源ＯＮ／ＯＦＦスイッチとしてのポテンションメータ
８１が設けられている。
【００９０】従って、コネクタ部にプローブ側コネクタ
７４を装着した後、レバー付きシャフト７６を矢印ａ方
向に回してプローブ側コネクタ７４とコネクタ部との端
子相互を接触させると、レバー付きシャフト７６の回転
角をポテンションメータ８１が感知してスイッチ（図示
しない）がＯＮとなり、超音波プローブ３は装置本体２
に電気的に接続状態となる。
【００９１】また、プローブ交換時にはレバー付きシャ
フト７６を矢印ｂ方向に回すと、ポテンションメータ８
１が回転角を感知してスイッチがＯＦＦとなり、コネク
タ部への電源供給をＯＦＦにすることで、プローブ着脱
による超音波プローブ３、装置本体２の破損を防止でき
る。また、コネクタ部以外の電源はＯＮのままプローブ
交換可能なのでプローブ交換時の検査の中断時間を最小
限にできる。
【００９２】前記実施形態によれば、次のような構成が
得られる。
【００９３】（付記１）超音波を送受信するプローブ
と、コネクタを介して前記プローブと接続され超音波断
層像を構築する超音波信号処理装置とからなる超音波診
断装置において、前記プローブ側に、前記コネクタから
の供給電源をＯＮ／ＯＦＦするスイッチを備えたことを
特徴とする超音波診断装置。
【００９４】（付記２）前記プローブは、内視鏡に内蔵
されていることを特徴とする付記１に記載の超音波診断
装置。
【００９５】（付記３）前記プローブは、振動子ユニッ
トと、この振動子ユニットを回転駆動する駆動ユニット
とからなり、前記振動子ユニットと駆動ユニットは分離
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・交換可能であることを特徴とする付記１に記載の超音
波診断装置。
【００９６】（付記４）前記スイッチは、前記プローブ
の振動子ユニットに設けられていることを特徴とする付
記１に記載の超音波診断装置。
【００９７】（付記５）前記スイッチは、前記プローブ
のコネクタに設けられていることを特徴とする付記１に
記載の超音波診断装置。
【００９８】（付記６）前記スイッチは、内視鏡の把持
部に設けられていることを特徴とする付記１記載の超音
波診断装置。
【００９９】（付記７）前記スイッチは、駆動ユニット
に設けられていることを特徴とする付記１記載の超音波
診断装置。
【０１００】
【発明の効果】以上説明したように本発明の超音波診断
装置によれば、従来の超音波信号処理装置を使用して
も、プローブを交換することにより、超音波プローブを
着脱する際の超音波プローブ、装置本体の破損を防止す
ると共に、プローブ交換時の検査の中断時間を短縮する
ことができるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施形態に係るＰＣべース超音
波診断装置の構成を示すブロック図。
【図２】同実施形態の超音波プローブの側面図。
【図３】本発明の第２の実施形態に係る超音波プローブ
の側面図。
【図４】本発明の第３の実施形態に係る超音波内視鏡装
置の構成図。
【図５】本発明の第４の実施形態に係る超音波内視鏡装
置の構成図。
【図６】本発明の第５の実施形態に係る超音波プローブ
と内視鏡の構成図。 *
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*【図７】本発明の第６の実施形態に係る超音波プローブ
と内視鏡の構成図。
【図８】本発明の第７の実施形態に係るプローブ側コネ
クタを示し、（ａ）は側面図、（ｂ）はＡ－Ａ線に沿う
断面図。
【図９】同実施形態に係るプローブ側コネクタを示し、
（ａ）は半断面図、（ｂ）はＢ－Ｂ線に沿う断面図、
（ｃ）はＣ－Ｃ線に沿う断面図。
【図１０】本発明の第８の実施形態に係るＺＩＦ型プロ
ーブ側コネクタを示し、（ａ）は外観の斜視図、（ｂ）
は半断面図。
【図１１】同実施形態に係るＺＩＦ型プローブ側コネク
タを示し、（ａ）は縦断側面図、（ｂ）は一部断面図。
【図１２】本発明の第９の実施形態に係るプローブ側コ
ネクタを示す一部断面した側面図。
【図１３】本発明の第１０の実施形態に係るＺＩＦ型プ
ローブ側コネクタを示す斜視図。
【図１４】本発明の第１１の実施形態に係るＺＩＦ型プ
ローブ側コネクタを示す斜視図。
【図１５】本発明の第１２の実施形態に係るＺＩＦ型プ
ローブ側コネクタを示す斜視図。
【図１６】本発明の第１３の実施形態に係るＺＩＦ型プ
ローブ側コネクタを示す斜視図。
【符号の説明】
１…ＰＣべース超音波診断装置
２…装置本体
３…超音波プローブ
４…電源部
５…送受信部
６…ＰＣユニット
７…電源スイッチ
８…コネクタ部
９…供給電源ＯＮ／ＯＦＦスイッチ

【図１】 【図２】

【図３】



(9) 特開２００２－１７７２２

【図４】 【図５】

【図６】 【図７】

【図１０】 【図１１】
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【図１５】 【図１６】
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